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ユ ープ ロ テス （繊毛虫） に お け る 包嚢形成 と 形態形

成 の 関係

米沢文章 （広大 ・理 ・動物）

Arelatlon 　betwecn　cyst 　folma亡ion　and 　mo 叩 ho・

genesis　in　ce 】l　cycle 　in　Euplotes 　（Ciliate）
FUMIAK 【YONEZAWA

　
・
； A ト形成 と脱 シ ス トが 容易 に 誘導さ れ る 系統 を

使 っ て ．細 胞 サ イ ク ル の 進行とシ ス ト形成 の 関係を

実験的に 分析 し て い る 。 今回 は ．S期細胞 （分裂後

ユ2h ） に シ ス ト形成 の 誘導を行 な い ，　 S 期 の どの 点

ま で の 細胞 が シ ス トに な り うる か を調べ ．細胞 サ イ

ク ル 上で の シ ス ト形成 の 可 能 な範囲 を 明 ら か に し

た 。細胞 世代 に お け る 口 域や 棘毛 の 形態形成過程 と

大核 DNA 合成 サ イ ク ル の 関係を プ ロ タ ル ゴ ール 染

色法 で 調べ た と こ ろ，細胞世代は 5 時期に 大別 され

る 。 （1汾 裂後，大核が C 字形 に 仲張す る。  腹側 で

IX形態 の 変化 が 認め られ ない 。（3）G 、 後期 に 口 域原

基が 口 域 に 近接 し て で き始め ， 大核複製帯 が 出現す

る 。 （4）口 域原基は 発達 し，膜板帯を形成 し始 め ，棘

毛 原 基 が 細 胞 の 特定域 に 線状に 出現 し成長す る。大

核褒製帯 は 全長 の 約 1／4位 ま で 進行 し，小核は ふ く

ら ん で い る 。 （5）発達 し た棘 毛 原基 は 新棘毛 と して 独

立 し．分裂講 の 出現 と と もに，腹側 の 所定 の 位置へ

配置 され る。細 くな っ た 古 い 轢毛は ぬ け 始 め る 。

DNA 合成 の 完了 した 大核は，棒状に 収縮 し，そ の

左側に 分裂 を終 っ た 2 つ の 小核が存在す る。こ の よ

うに ．大核 の DNA 合成 と形態形成過程は ，充分 な

関連 を もっ て 同時進行す る 。 こ の 結果を もとに ，細

胞 口 と棘 毛 原基形成 を 開始 し た S 期細胞 に シ ス ト形

成 の 誘導 を行 な っ た とこ ろ，第 4期 ま で の 細胞は シ

ス ト形成 に は い る が，第5 期の 細胞 は 分 裂 を す る こ

とが わ か っ た 。 形成 された シ ス トに お い て ，両方 の

原基 は 吸収 さ れて い る が，大核複製帯 お よ び，増殖

中の 背側 の 剛 毛は 存在す る。結論 と して ，シ ス ト形

成 は ， 細胞 サ イ ク ル の大核 の 伸張完了後か ら新棘毛

の 移動開始 （S 中期） ま で の 間可能で あ る こ とが わ

カ 、 っ た 。

淡水産 Euρtotes　woodrttffi （讖毛虫） の 有 性生殖

と分布

小阪敏和 （広島大 ・理 ・動物）

Autogamy
，　conjugatien 　and 　the　distribution

of 　fresh−water 　Euplotes　woodru ノアi（Cilめphora ；

Hypotrichida）　in　Japan
TOSHIKAZU 　KOSAKA

　 北海道 を除 く全国各地 の 淡 水 か ら，多数 の 株が 採

集 され，有性生殖 の 方法，未熟期．寿命等が調べ ら

れ た 。 今 回 は ．過去10年閼 （1969一上9ア9） に 得 られ

た結果が 報告 され る。こ れ ま で 58箇所 か ら 採 集 さ

れ ， 採集 の 成功は 9 − 11月に 全体の 88％が集中 して

い て ，他 の 月 に は 採集 さ れ に くい 。 野外 で は ，こ れ

らの 月に 個体数増加 の ピ ーク がある と推定 さ れ る 。

単離され た583株の うち526は 自殖 の み を 行な い ，生

活環の どの 時期で も接合は 観察され ない 。 残 り57 の

うち の ユ9は 自殖 と接合の 両 能力を 備 え る が，自殖 の

み が 株の 維 持繁殖に 有効 で あ る。こ れ らの 株で は水

中の sa ［in1tyが 約 2e！． まで が分布の 限界で あ る 。 他

の 38は 接合 の み を行 な うが ，こ の うち の 2 は syngen

1 に 属 し．36は新 syngen を形成 し，熊本県 の ご く
・一

部地域 に分布が 限定され て い る 。 後者 に 関 して は

別 の 機会に 報告す る 。
57株 か らの 451 ク v ン で 未熟

期が 調べ られ た 。 株 に よ り長 さ は 異 な り．最短 は

27．最長は 96回 分裂 で あ る。30回 以下 は ，6（11％），
31− 40 回 は 8 （14男），41− 50回 は 13（23％），51− 60

回 は 9 （ユ6％），61− 70回 は 12 （21％），71− 80回は

？（12％），80回 以上 は 2 （4 ％）で ある 。 寿命は 46株

で ，2 − 3 日期間の 単離培養法 で 講べ られ た 。最 短

は 81回 （58 日 ） で ，最長 は 354回 （212 日）で あ る 。

150回 以下は 1（2Ae），15ユー200回 は 11（24％），2el
− 250回 は 15（33％），251− 3  0回 は ユO（22％），

3  1回

以上 は 9 （20％）で あ る 。 ク P ン は最終的に は ，す べ

て の 個体がもは や 人為的に 自殖 を 抑制 され な くな る

か ．あ る い は 死 ん で し ま う。 い ずれ の 場合 で も，異

常体出現 とか 顕著な分裂比 の 低下 な どの 老衰期の 特

徴 は，ど の ク ロ ン で も観察されな い 。
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